
2021～2022年度


滝川ロータリークラブ


会長　　坂本　和繁

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より

■ 例会場：ホテル三浦華園

■ 住　所：滝川市花月町1-2-26

■ 電　話：(0125)-22-3344

■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755

■ メール：info@rotary.gr.jp

■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1.青少年奉仕委員会事業であるひとり親

家庭への図書券配布の件で、滝川市役所

からお礼状が届いています。


2.赤平RCより活動計画書と会報が届いて

います。


3.留萌RCと深川RCより今月の例会のお知らせが届いています。ま

た、深川RCからは会報も届いています。


4.昨年度のロータリー財団の確定申告用領収書が届いています。


5.10月9日(土)に行われる地区大会本会議のオンライン参加希望

の方は27日金曜日までに事務局へお申し込み願います。

今週の寄付（敬称略）
◇米山記念奨学会寄付金


　川西康弘・鈴木忠男・山口洋史・石黒安雅


　累計533,000円＜目標金額まで395,620円＞


◇ロータリー財団寄付金


　川西康弘・鈴木忠男・山口洋史・石黒安雅


　累計552,990円

次週例会の案内
8月26日、「移住者さすライダーが発信する北海道(空知)の魅

力」として、フリーランスWEBライターの平塚大地様をお迎えし

ての講師例会となっております。

前回のプログラム [ 会員卓話 ]

－ 創立記念例会 －
【親睦活動委員会担当例会】

石黒安雅会員

創立63年目にあたり、入会

から32年間、滝川ロータリ

ーの発展とともに歩んでこ

られた歴代会長でもある石

黒安雅会員から卓話を頂き

ました。卓話の中で、チャ

ーターメンバーと思われる

方の肉筆の手記「創立時を

思い出して書いてみよう」

を目にし読んでいくと、神

部弘二先輩の手記であると

考えたそうで、その手記に

は昭和32年当初、滝川にロータリークラブはまだ早いと一時取り

やめになったが、当時の北洋相互銀行滝川支店関支店長との出会

いがロータリークラブ創立の弾みとなり、芦別ロータリークラブ

の誕生を足掛かりに、苦労の末、旭川ロータリークラブのスポン

サーの元、昭和33年8月16日に立ち上がった経緯がお話しされま

した。お話の最後には、「チャーターメンバーの先輩達がいて現

在の吾々がその傘の中にいる。これからも大先輩達が残された歴

史と伝統を続けていく。」と決意されました。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

石黒安雅・星野秀人・峯村征秀


＜小計8,000円・合計279,000円＞

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和3年08月20日

出席報告　　　8月19日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

84名 0名 5名 51名 33名 65%

第3253回　例会報告　令和3年8月19日（木）

会長挨拶
会長挨拶を申し上げます。まず初めに報告です。私と髙橋副会長、入井幹事、清水社会奉仕委員長で滝川市役所

を訪問しまして、交通指導委員会へのLEDベストの寄贈式を行ってまいりました。伊藤会長に大変感謝され10月

28日の例会にお越しいただき交通指導委員会の状況について卓話をしていただくこととなっております。


本日は創立記念例会でございます。例年ですと賑やかに大懇親会を開催するところですが、お弁当の配布とな

り、また時間も短縮で、大変寂しく残念でありますが、ご了承いただきたいと思います。


1958年8月16日に創立された滝川ロータリークラブは満63歳を迎えました。活動計画書に記載されている歴代会

長方針のページを眺めますと、3ページにも及び長い歴史を感じます。この中で1つ疑問に思ったことがありま

す。1962-1963年度 第5代会長の中川孫太郎さんの会長方針が、歴代会長方針掲載以来、ずっと空欄になってい

る事であります。掲載され始めたのが2008-2009年度でありますので、その当時、資料が見つからなかったのだ

ろうと思います。充分探したことでしょうが、時間があるときにでも、再度、過去の資料を当ってみたいと思います。


さて、最近コロナ感染者が急増しております。北海道のまん延防止等重点措置における措置区域に、明日20日から旭川市も加わるよう

であります。仕事等でどうしても往来を避けられない方もいらっしゃると思いますが、札幌・小樽・石狩地方・旭川に行かれる際は十

分ご注意ください。コロナ以外で気になった話題としては、米軍のアフガニスタン撤退であります。米国は20年間で約250兆円をアフガ

ニスタンの戦争に費やしたと言われております。今まで投じた資金、兵士などの犠牲は水の泡となり借金の返済だけが残るといういう

言い方をする方もおります。水の泡になるかどうかは今後のタリバンの動向やアフガニスタンの状況次第だと思いますが、地政学的リ

スクが高まれば世界全体に影響を及ぼす問題であり、平和と安定を願うばかりであります。


